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日本産タマムシ科解説(3 )

In 沢 良 彦

幼虫の外部形態 幼虫の構造については既に故湯
浅啓温tl?士が詳細な記載を発表しておられ (腦i事試
験場'果1報第2 巻2 号, 1933), さらに戦後では矢野俊
郎氏によるチビタマムシ群の各種の比較検討が加え
られている (四国 虫学会々報, 第3 巻2 号, 1952)
ので, 他言を要しないが, i場浅
氏の発表された中から要約すれ
ば次の通りである。
「幼虫の色彩は全体と しては,
おおむね乳白色であるが, 頭部
及び前胸の背腹両面の硬皮板は
通常暗色である。 なお, ナガタ
マ ム シ 科の第10腹環節の叉状
実起及びチビタマムシ亜科の或
極一 の体上にある斑紋なども暗色
である。 全形はオタマジヤクシ
形 (第2 図a), 円筒形 (第2 図
b), あるいは楔形 (第2 図c)
などで, 大体において扁平であ
る -
体は小さな頭部, 大きな胸部

(特に前胸が著しく 大きく発違
して頭の様になることがある),
及び10環節の 部からなり, 胸
部とllX  部の各環節の境界はおお
むね明瞭である。 頭部は比較的
小さく, 前n式, 平で前胸の
中に退縮する。触角は中位,  3
節からなり, 単眼は全く欠くc
上f lはかなり大きく, 弧状に実
出, 上願は短く強, 歯を有し,
多少匙状を呈する。下居もよく
発達. 下顯校は2 節よりなる。
下1ti枝は著しく退化して微小,

の暗色又は明色の紋がある。 中胸と後胸は通常前胸
に較べ極めて幅狭く , かつ短い。胸脚は欠いている
が, そのill跡を有するものが多い。部腹の各節は第
10節を除いて, 他はほぼ同形, 第10節は極めて小さ
く , 尾毛を欠き, 後端に縦の切れ日を有し, その間

a b C

第 2 図 タマムシ科の幼虫の3 型
a . Chrysochroa fulgidissima

SchOnherr タマムシ
b. Agri tus aur iυent ris E. Saun-

derS ミカンナガタマムシ
c . Trachys yanoi Y. Kurosawa
ヤ ノ ナ ミ ガ タ チ ビ タ マ ム シ

( i身浅,  l933より i実写)

に肛門が開口するが, ナガタマ
ムシ亜科 (第2 図b ) ではこの
環節は前方の諸節と同大で, 後
端に叉状突起を具え, その間に
肛門の小さな切れ目がある。 こ
の叉状実起は 化し, その内側
には通常2 個の小歯状実起があ
り, 突起の基部にはやや密に刺
毛を生ずるc また, チビタマム
シ亜科の港葉性幼虫(第2 図c )
では, 第10節は小さく円筒形,
特に切れ目を有することなく ,
その中央に肛門が開口するに過
ぎない。 気門は新月形で, 中Bo
の両側にある1 対は大形である
が, 第1 ~ 8 施X環節の各側 i'' f方
にある8 対は小形である。
前胸の背alv  両面に る硬度
が移動器官としての機能を有す
るらしいことは,  既に Leise-
witzが説述した所で( l906), 学
者中にはこれを移動板 (Ambu-
latory plate) と称する者があ
る。また, 体側, 特に前胸に著
しく生じた剌毛は恐らく ll更皮板
の機能を助けるものであろう。
ナガタマムシ亜科の第10 ﾅ環節
にある叉状実起もまた移動器官
であることも Leisewitz が既

環節を欠く。 前胸は通常体の諸環節中長さ幅共に最 に論じた所で, 此様な実起を有するものでは一般に
大, その腹背両面には各1 個の, 通常大きく発達し, 前胸の 度板の発達が悪いことも同様に彼の提唱し
かつ互に酷似した硬皮板を有し, この板上には1 条 た通りである。また, 腹部, 稀に胸部の背, 腹, 側
の縦線, または , A, n形などの線状ないし溝状 面に瘤状突起を有することがあるが, これもまた移
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動器官と見なされ, 移動突起 (Ambulatory tuber-
cle) と称せられる。 特にチピタマムシ亜科の潜裝性
幼虫に著しく , . ク ロタマムシ亜科では通常中後両胸
にのみ現れることが多い。 此様な幼虫でも前胸硬皮
板の発達はやや鈍い。
本科の幼虫の主 要な標徴はその前胸の構造にある。
コメツキタマシ科(MelasidaeまたはEucnemidae)
の或種の幼虫にも本科に類似した硬度板が存在する
が, その条紋は全く分離した 2 本の側線であるので
容易に区別し得る。またカミキリムシ科 (Ceramby-
cidae) の幼虫にも本科の幼虫に似たものがあるが,
これでは硬皮板は本科幼虫と同程度までに発達しな
いか, 或いは腹面に背面と同様な 皮板を有しない
点によって判別できる。 ヒラタムシ科 (Cucujidae)
の幼虫も極めて扁平で, やや本科の幼虫に類似する
所がないこともないが, よく発達した胸脚を有する
ことによって直ちに本科と識別できる。」 (湯浅,
1933)
幼虫はその形態で次の3 型に分けられる。
第 l 型 (タマムシ型), ほぼォタマジャクシ状, 刺
毛多く, 前胸は著しく扁平で大きく, 円盤状, 第10
腹環節は著しく小さく, 突起がない (第2 図a)。
この型にはウパタマムシ亜科 (Chalcophor inae),
ツツタマムシ亜科 (P01ycestinae), ツプタマムシ
亜科 (Sphenopter inae), クロタマムシ 科 (Bup-
restinae) およびムツポシタ.マムシfill科 (Chryso-
bothrinae) の幼虫全部と,  例外的にチピタマム
シ重科 (Trachyinae) のう ちのケシタマムシ旗
(Aphanist icini) の幼虫が含まれる。最後のケシ
タマムシ族以外の諸重科の幼虫は, 多くは, 衰弱し
たかまたは描死して間もなくの樹木の木質部または
樹皮下に穿孔する穿孔虫であるが, 稀には生木に穿
孔するものもある。 ケシタマムシ族の幼虫は主とし
て禾本科植物や羊歯植物の茎に穿孔するものが多く ,
前記諸亜科の幼虫と形態的に相似しているが, 本質
的には全く異るものである。 なお, アフリカからイ
ンド', インド'シナにかけて多く. の極類のあるフトタ
マムシ通科 (Sternocerinae) の幼虫は体の全体に
長毛を生じ, 土中にあって樹木の根を食べる特異な
形態と生態をしているが, やはりこの型の幼虫の変
形と考えられる。

第2型 (ナガタマムシ型),  ほぼ円筒形,  前胸の
拡りは著しく弱く. 硬皮板の発達も弱い。 第10腹環
節は幅広く, 叉状の 化した突起がある(第2 図b)。
此の型にはナガタマム、ン更科の幼虫だけが含まれる。
多くの種類は樹木の枝幹の形成層の内外を食害し,
生木に加害するものも少なくない。 日本にはまだ発
見されないが, 草本の茎に穿孔するものもある。

第3型 (チビタマムシ型), 第1型の変形と も考
えられる型で, 楔形または紡錘形で, 極めて扁平,
前胸を除く各節の両側または背面と成面に瘤状隆起
があり, 第10限環節は短い円筒形で, 先端に切れ目
も叉状突起もない (第2 図c )。 この型にはケシタ
マムシ族を除くチビタマムシ亜科の幼虫が含まれ,

る

位置する

いずれも潜葉性で, 草本, 木本の両方の葉に港入す
るが, 植物の種類の選択性が強く , 単子薬植物への
潜葉例を知らない。 ・

日本産のタマムシ科の中で幼虫の形態の判明して
いるものは性かではあるが, 諸外国での例も加えて
分類して排列してみると, 大体において成虫の分類
に一致するのは, 当然ではあるが, 大変興味深い。

分 類 タマムシ科は12の重科に分けられるが,
日本にはその中7 亜科だけを産する。 ここでは各亜
科の検索表と, 日本に産する7 亜科の中の日本に関
係ある族と属の検索表を掲げ, その各々 について大
略の説明を加えることにする。

タマムシ科の亜科の検索表
1 . - 触角の感覚孔は各銀歯状節の両面に散布さ

れる (第3 図a)
一  触角の感覚孔は各銀歯状節の内側に散布さ
れるか, または内側にある陥凹部に集中され

2. - 触角の感覚孔は一面に絹糸光沢のある識毛
におおわれる………一ー-- Sternocer inae

- 触角の感覚孔は無毛--・ ChalcoPhorinae
3. - 腹板窩は中胸腹板だけで形成される一 ・・4-

-  1] d板 は中胸腹板と後胸 板とにより形成
されるか, またはほとんど完全に後胸腹板だ
けで形成される

4. - 触角の感覚孔は各銀歯状節の内側にl改布さ
れる………………一 - ……Trincopyginae

-  触角の感覚孔は各鋸歯状節の内側にある陥
凹部に集中される……………一 - - - - …5・

5. - 後胸後側板は著しく大型…SchizoPinae
- 後胸後側板は狭い…一…・・Polycestinae

6. - 板窩は中1向腹板と後胸 板とからなる
(第4図a) -一…………………一ーー一7・

- .filii板窩はほとんど完全に後胸版板からなる
(第4 図b) ………………………一ーー一9・

7. - 額面の下方は触角の挿入部によって狭めら
れる一 - - ………………Chrysobothr inae

- 額面の下方は触角の挿入部によって狭めら
れることはない………………一ー一 - - 8・

8. - 小楯板は大きく, 後方に狭まる。下層望節
は大型でほほ'三角形…一 Sphenopterinae

- 小楯板は普通, 稀に大型のこともあるが,
後方に狭まることはない。下居望節は明かに
横位で, 三角形をなすことはない……一 - -

Buprest inae
9. - 顔面の下方は触角の挿入部によって狭めら
れる。触角窩は著しく大きく, 複限より離れ
て位置する 10

- 顔面の下方は触角の挿入部によって狭めら
れることはない。 触角窩は普通, 複限近くに

10- - 前胸背板の後縁は多少共波曲する……11・
一 前胸背板の後縁は一直線で全く波曲しな

Stigmoder inae

Mastogeni inae
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第3 図 右触角の内面
a . ウパタマムシ

b. クロタマムシ
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・一ーーーー一・一・ ・一一・・ Chalcophorini
後開節第 l 節は第2 節とほとんど等長一

Psi iopterini
A. Tribe Chrysochroiniルリタマムシ族
約20属を含み, 東洋熱帶に最も多い。 目本には次
の l 属だけを産する。アフリカ. オーストラリア東
部にも数属を産するが. 旧北区の大部分と北アメリ
カには全く産しない。 南米には南端部のチリとァル
セ' ンチ ンの一部に1 属1 極を産するが,  これはオー

ストラリアに産するものに最も近く, 南米の他の地
方には全く産しない。 この様な例は他の亜科にもあ
り, 分布地理学上南米とオーストラリアが南極を通
じて関聯があった例証とされる。

1. Genus Chrysochroa Sel ler, 1833 ルリ
タマムシ属 .

束洋熱帯, 特にインド'シナ半島, インド. マレ一
半島, スマトラ, ポルネオ, ジャバなどに多くの大
型の美 種を産するが, ジャバ以東のスンタ'列島,
セレベス, モルツカ諸島, フイリッピンなどその周
辺地方になると急激に種類を減じ, =-ユーギニアと
オーストラリアには1 種もいない。日本領には3 種
類あり, 日本は最北, 小笠原諸島は最東の分布地に
なる。
なお, 従来本属の 属とされてきた Catoxantha

Seller, 1833 の記 はChrysochroa Seller, 1833
の記]j  と同一論文に発表されているが,  前者の方が
後者よりも4 頁先であるため, 1949年にフランスの
DescarPentr iesはこの属名は Cato;cant ha を使
うように提唱した。 しかし, 私は従来の Chryso-
chroa 属は5属に分割されなければならないと考え
ており, その場合, Catoxanthaと Chrysochroa
は別属になるので, 少なくとも, 日本周辺地域の種
類に関しては,  従来の Cfi rysochroa を用いてよ
いと考えている。 .

日本には次の3 種を産する。
1. C fulgidissima タマムシ (ヤマトタマム
シ), 分布: 日本 (本州, 四国, 九州,  対馬,  屋久
島, 種子島), j初1鮮, 台湾。

2. C a l ter nans Water house ォォシマルリタ
マムシ, 分布 : 流球 ( 美群島, 沖組群島)。

3. C holsti i Waterhouse  オガサワラタマム
シ, 分布 : 小笠原諸島。本州と台湾からの記録は誤
と考えられる。

鹿児島から記i?された C mikado Obenberger
ミカト'ルリタマムシは多分フイリッピン産のC
futminans tenut'cauda Kerremansツマベニルリ
タマムシと同一種ではないかと考えられ,  日本産の
標本ではない。 同様に 「日本」から記録されている
C. lnttata Fabr icius Iグリルリタマムシ (中国,
トンキン, ラオス, ビルマ, 北インド' ) や Cato-
'cantha opulenta Goryハネビロタマムシ(インド',
インドシナ半島, マレー, スマトラ, ボルネォ, ジ
ャバ) は明かに誤りである。  (東京, 国立科学fｱi物
館)

Agriiinae

I Ster nocer inae フトタマムシ;-IE科
我々 のタマムシのイメージからは完全に離れた一

l mで,  卵形で,  中には全体に長毛を密生したグロテ
スクな種類もある。アフリカに最も極類が多く, 地
中海地方, 近束から中央アジアにかけて6 属を含み,
Sternocera属だけがアフリカからインドを経てイ
ンド' シナ半島や中国南部にまで拡つている。 一般に
地味な渋い色彩の持主ばかりであるが, 熱帶アジア
産の Sternocera属には華美な種類が少なくなく ,
金緑色に き, 装身具に作られて販売される種類も
ある。

I[ Chalcophorinae ウバタマムシ 科
タマムシ科の中の大型極のほとんど全部を含む:mi
科で, 全世界の主として熱帯地方に多くの種類があ
る。- 次の3 族に分けられる。

1 . - 小糖板は背面より認め得る') ・・一一 …一2.
- 小楯板は背面より全く認められない一 - -

Chrysochroini

第 4 図 板高
a・ ウパタ マムシ

b. ケヤキナガタマムシ

m s 中胸服板, rush 同l思設部, mt 後1 仮,
ruth同隠破 ､l,  m e中基節高,  s t板

11 . -  中:基節 ､は前基節商よりも広く距  てられ
Trachyinae

- 中基節窩間の距離は前基節 |間のそれよ  り
も広くはなし

2. - 後開節第 l 節は第2 節よ り明かに長し

1)  束正産のChalcophora jopomca Gory (ウ
パタマムシ) だけ例外である。
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ハ ネ カ  ク  シ

本 が, Ceryl)blum属よりむしろ
phil:ydrodes属により良く一 致し
ていることは既に上野俊一, 渡辺泰
明(1966)が指摘しており, 最終的な
判断はタイプの検討を俟ちたいが,
本 がPhilydrodes属であれば, 渓
流際の石や落葉の下に接息する本属
のものの, 吐水型の 乳洞への侵入
は容易に推測することが出来る。
洞窟内で採集された種は全て真洞
性であるとは限らず, むしろ外部
よりの侵入者と考えられるものの方
がはる力1に多いのが実状で,  Jean-
net & Jarrige ( l949) はョーロツ
バ, アフリカ及び北アメリカ各地の
洞窟より採集されたハネカクシ約
150 を報告しているが, 真の意味
の洞窟性ハネカクシは極めて少なく.
この中の100 以上は外来性のもの
と同氏等は考えている。
日本から真の洞窟性,、ネカクシが
報告されたのは1953年で, 上野俊一

i士は束京都下奥多摩町にある倉沢
乳洞及び福岡県平尾台の千仏 乳
洞の2 ヶ所よりそれそ'れ1 極ずつ計
2 極の,、ネカクシが発見されたこと
を報じているが, 前者は後に真洞

ポ
歩漫

洞窟のハネカクシ

日本における洞窟 虫学の発展過程については既
に上野俊一博士 (1967) によって詳しく述べられて
いるが, 洞窟とハネカクシを関連させた日本での報
告は吉田品, 野村鎖両氏 (1952) によるものが嚆矢
と思われる。 両氏は奥多峰及び秩父地方の 乳洞8
ケ所を調査し, その結果として節足動物26 種を記
録 (内3種は新種として記載) したが,  この中で
0,tytelusυicinus Sharpを日原鍾乳洞より記録,
また靑岩鍾乳洞より発見されたハネカクシを新種と
認めCoryphitm japomcum なる学名を与え記載
し, 全形図をも掲げた。 しかしこの図から判断する
と本種の複限は良く発達していて洞意i性.民虫として
の形態的適応は全く見られず,  恐らく外部より洞
窟内に侵入したものと想像される。 また図示された

( 2 )

性ハネカクシの新極として記般されたものである。
その後中根猛彦 (l955), 沢田高平 (1956), 中根・
沢田 ( l956, 1960) 及び佐藤正 ｦ一 (1964)  の諸氏に
より日本各地の洞 より 5 極類のハネカクシが記録
されたが, これらの種はいずれも洞 外の地表の落

下等の場所よ り採集する方がむしろ容易な種で,
真の洞窟性,、ネカクシではなく , 外来性或は好洞
性の極と見做すべきものである。
真の洞窟性ハネカクシは上野俊一博士の精力的な

- _ _
-

' .

、

渡 辺 泰  明

洞窟調査によって採集された材料に基き研究が進め
られ, その結果下記の5 極が上野俊一 - 波 辺泰明
( l966) により新種として記載された。
Quedius (Microsaurus) fodinarmn S. Ueno

et Y. Watanabe キウラツヤムネハネカクシ(大分
県木浦鉱山の大谷坑と呼ばれている廃坑)

Q. (M) cepha1otes S. Ueno et Y. Watanabe
ラカンツヤムネハネカクシ (要媛県羅漢穴銀乳洞)

Q. (M ) troglodytes S. Uenoet Y. Watanabe
カンナツヤムネハネカクシ (群馬県神流Jll流域に点
在する生大穴及び不二穴の各鍾乳洞)

Q. (M) sugai S. Ueno.et Y. Watanabeフジ
ツヤムネハネカクシ (山梨県西湖蝙蝠穴熔岩洞)

Q. (M) umbratus S. Ueno et Y. Watanabe

Q“edius ( Mcrosa r gs
umbratus S. Ueno et Y.
Watanabe,  l966 (上野俊一
・ 渡辺泰明 l966 から転写)

クラサワツヤムネ '、ネカクシ (束京
都倉沢 乳洞)
上記の如く これらの種は全て

Queditis属の Microsaurus 亜属
に含まれるもので体長はいずれもi2mmを越す大型極で, この様な大
型極が洞窟内とい:;特殊な環境でど
の様な生活環を持っているかは非常
に興味深い間題である。更に, これ
らの極は真の洞窟種としての形態的
適応が良く示され, 体色はいく分消
失して1111色を呈し, 複限は極端に?f
小して性かに点状に残されているに
過ぎない。 これに反して触角及び l
は良く発達している。 またこれらの
種とOf・ せて, 馬場金太郎博士が妙高
高原東施の関見峠の地中より多数採
集された極をも新種としてQuedius
(Merosa%r gs )0aOa iと命名記
されたが, 本極の体色及び複限の大
きさは洞窟内より発見された上記諸
極と山地の石の下より採集され記載
された Quedi us ( M crosaurus)
abnormalis Sharp との中間を呈
していることは大変興味深い。
上述諸極の外部形態はそれぞれ非
常に良く似ており, 識別するには頭

部及び前背板の長さや幅が手掛りの1つになるが,
雄の交尾器は5lfl著に與つている。 即ちこのグループ
の雄交尾器は側葉が融合して1 枚になり中葉の渡面
をぉぉっているが,  Q. (M ) fodinarum はこの
側葉が中葉よりはるかに短く , またQ. ( M ) s?gal
及びQ. (M) umbratusでは中葉.が末端に向って
拡大し, 裏面に点在している感覚粒が中央にはなく
側方に分布している特徴が見られ, イ也の産地より採
集された種の雄交尾器とはかなり異つた継造を呈し
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ている。 またQ. (M) troglodytes の交尾器は,
日光より記載された地表種のQ. (M) abnormalis
のそれに他種より類似しており地域的関速性をうか
がわせる。
以上の他, 中根 (前出) が L- nomurai として
記載した種を含め, Lathrobittm属の数種が各地の
廃坑や洞窟から発見されており, これらのあるもの
は体色や複限等がいかにも洞窟種ら しい特徴を表わ
している。 しかしこれらの採集極数や個体数は非常
に少なく, また本属には腐植土中等に懷息する地中
種が数極知られていることを考え合せると , それら
の種がたまたま洞窟内に侵入したと考えることも出
来, 真の洞窟種と断定するには更に今後の調査が必
要である。 (東京農大)
0ワラビを食うオオシロオビソゥムシ
オオシロオピゾゥムシ Cryptoderma fortunei

Waterhouseは本州 (近幾以西),  四国, 九州, 支
那大陸等に分布する大型 (13mm前後) 美斑種で,
体全体が灰褐色の粉状体で密におおわれ, 更に前胸
側縁から 肩部を経て維合線中央部に達する鮮か
な白条が認められる極めて印象的な特徴を有するゾ
ウムシである。 革むらなどのビーティングで時々採
集することができるが, いずれかといえば珍らしい
種で, 生態についても , 成虫がクヌギの樹液に来るこ

(左: ワラビ基上のオオシ i' オビソ' ウムシ。 中央お
よび右 : オオシ オビゾウムシの食 )
とを報じたものがあるだけで (本弘道榮 : オオシロ
オビゾゥムシ三重県に産す。新昆虫, 'alt( 1 ), p 46,
1955), その他にはまだこれといった報告は見当ら
ない。幸い著者は, 本年 (1968) 5月, 五島列島福
江島の調査をした際, 翁頭山々 麓で本種を採集し
(5 月19 日), その食草をも確認することができたの
で, ここにかんたんに報告しておくことにしたい。
筆者が採集した本種は全部で3 頭であったが, こ
れらはいずれもワラビの茎に頭を下にした姿勢でつ
かまり, 茎内に口吻を挿入してこれを食害していた。
ゾゥムシ科の.昆虫には望内に高をつく り, そこに産
卵する種類がすくなくないので, 試みに, 使5つけら
れたヮラビの茎をいくつか切開してみたが, どこに
も産卵の形跡は認められなかった。 あるいは, まだ
産卵期に入っていなかったのかもしれない。 なお,
本種は太い だけでなく, 未開葉の の先端部も食
害するらしく , 本種の食害痕と思われるものを, そ

うした場所にも認めることができた。
ここに述べた本種の習性から推してみると, 本弘
の報告した本種のク キ'樹液への来集性は, その可
能性は全くないといえないまでも, あまり一般的な
現象ではないということができそうである。

( j寄玉県鶴ヶ島町, 大野正男)
0ヒメオサムシの分布南限
ヒ jlオサムシ Carabus ( Aj)otomoPterus) jape-

m'c s fapom'oles Motschulsky は現在のところ鹿
児島市付近 (嶋洪; 1963) から記録されたものが分
布の南限であろうと思われるが, これより性かに南
に位置する大隅半島の高限山 (海抜 600m~800m
の地域) で北野電海氏によって採集された標本

( 2 6 3 4 , 18. 11. 1968) を見ることができ
た。鹿児島付近のものは中根t専士 ( l962) によると
体上面が黑色であるというが, これらの個体はすべ
て強い銅赤色,  体は紡鍾形で subsp. 1eωisiamts
(Breuning) に近似しており, 念のため科学t麒物館
の石川良 氏にもお目にかけたが, 前背板側縁の孔
点などは上記の原名亜種の特徴を持っているという。
九州北部の福岡市や北九州市近郊の平地のものは ll '
色大型のものが普通で, 銅色のものは山地に現われ
る傾向があるが, 鹿児島付近でも似た現象があるの
かも知れない。交尾器は北九州や阿蘇山あたりのも
のと大差なかった。上記の両氏とともに文献につい
て援助して下さった小倉勘二郎氏にお礼申し上け' る。

(埼玉県車加市 三宅義一)
0キンケトラカミキリ票島に産す
新潟県の北端に近く日本海上に浮ぶ, 面ﾈl l僅か
将平方余の1 孤島一粟島は, 我々 にとっては何より
もその特産のアオマイマイカプリによって既に馴染
深いところであるが, 同島から従来知られている天
牛は性か30極にすき'ず, いずれも同島特産と目され
るものはない。 本年6 月, 華者は機会あって若干時
間同島に滯在したが,  その際同島未記録のキンケ
トラカミキリを下記のとおり採集したので報告す
るo

1 9, 粟島浦村内浦, 9. vi. 1968,
なお, 同時に既記録のェグリトラカミキリ(1 頭),
ホタルカミキリ (10頭), コ'マフカミキリ (2頭),
ヒシカミキリ ( 1 頭) も採集したので付記しておく。

(新潟県新発田市 小池  実)
0 ミカケ'ゴモクムシを対島より採集
長崎県対馬で,  ミカ ;f ゴモクムシ 0Phonus

(Pseudophonus) romnus Bates を採集した。
1頭, 長崎県下県郡厳原町内山, 28. vii i965,
荻野芳郎。
藤原から内山に通ずる道路脇の水路に落ちて死ん
でいたもので, 同島から初記録と恩われるので報告
する。 本種は, 一見オオコ'モクムシによく似るが,
全体が黒色なので, 容易に区別することができる。

(横浜市保土谷区 柄沢保彦)
0アオオサムシの異常活動
今年12月.1 日に庭先の落葉を掻き集めていたら,
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アオオサムシが出て来た。落葉はプラタナスやモク
レンなどの大型の葉ばかりで, その下は多少湿って
はいるが, 到底その下で越冬出来るような場所では
なく , オサムシも越冬高も作らないで, 夏の活動期
と全く同様の状態で動き廻つていた。おそらく , 今
年のI緩:冬のせいとは思うが, 12月の活動例は珍らし
いであろう。 (東京都世谷区 黒沢良彦)
0コメツキモドキ科5 種の食草
コメツキモト'キ科はオオキノコムシ科に近いが,
生態的には食菌性でなく , 生きた植物体に加害する。
その加害植物は Anadastus属では主としてイネ科
植物, Langr iomorf)ha属ではシタ?植物と, 属によ
って特定の群に属する植物につくようであるが, 私
の確め得た5 種類の加害植物を記録しておきたい。

1. ツ マク ロヒ メ コ メ ツ キ モ ドキ Anadastus
j,raeustus Crotch
加害植物 : ススキ
2. vn i. l968, 岩手県水沢市羽黑堂。8 頭をススキ
の茎から採集した。

2. ヒザグロ t二 メコメツキモ ト' キ AnadastuS
fucosus Lswis
加害植物 : ススキ
14. vii i950, 福島県大沼都会津高田町西尾。 2
頭をススキの望に発見。

3. クロアシコメツキモ ト' キZangnomorPha
nign'farsis Waterhouse
加害械物 : クサソテッ
28. . 1939, 山形県米沢市。 2頭を庭先のクサ,
ソテツの薬上に発見。 この株には毎年発生していた。

4. ッシマコメツキモ1、キ Tetratangur ia f ''yi
Fowler
加害植物 : ワラビ
8. . l968,  対馬上県町仁田飼所。  5頭をワラ
ビの未開葉の茎に発見。頭を下にして止り, 捕えよ
うとすると, クルリと反対側に廻るが落下すること
はない。この他, 峯村大星山, 厳原町有明山でも全
く同様の習性を確めた。

5. オオシマコメツキモ ト' キ 「etralangt - 'a
osh imana Mi wa
加害植物 ; シマオオタ一:・ワタリ
15. ll「. l963, 美大島宇検村湯湾岳。 2頭をt要l
湾岳中 の林中に生えたシマオオタ=-ワタリの葉上
に発見。 (東京都世田谷区, 黒沢良彦)
0オサムシ用トラップに入る力ミキリ
オサムシ用のトラップには, オサムシの他二f ミム
シ類, シデムシ類, クワガタ. コガネ, コメツキ等
が入ることが多いが, カミキリが入る例はあまり知
られていないようである。 私が知つているのは奥村
尚氏による大害薩におけるフジコプヤ,、ズの記録の
みであり, 歩行中のものが偶然落込んだものと思っ

ていたところ, 最近かなり多数のカミキりをオサム
シ用トラップで採集し,  しかもそれが特定の種に限
られているようなので報告する。

1) ノコギリカミキリ 1 , l . vi i i968, 大菩

産
' 2) ホソガタヒメ ,、ナカミキリ l o l l , 1・ Vi i-
大普産;  19, 2. vil, 1967, 八ケ岳

3) ォォヒメハナカミキリ 1 , 1. Vi i・ 1968,
大書産

4) フジコプヤハズカミキリ l -0 , 1 9 , 1- Vi i-
i968, 大普薩;  I t). 1. vii i967, 八ケ岳
このほか,  ノコキ、リカミキリについては本年北海
道で3 例を得ており, フジコプヤ'、ズについては八
ヶ岳でもう1 例を聞いたので, 偶然ではなく,  トラ
ップの餌に集まるのではないかと推定されるo と

しては, 肉汁 (固型スープ),  糖密,  エチルアルコ

ール, サルチルサンを水にとかしたものを使用したo
(東京都港区 小宮次郎)

0鹿の死体に集まった資虫類
l968年9 月22, 23 日, 奈良公園と春日神社間にお
いて, 鹿の死体に各種の表虫類が集まっているのを
観察した。 このような例は珍しいと思うので報告す
る。 鹿の内臓はかなり商敗して甚だ臭気が強かった
が, 虫は, 内臓の内部には少なく, 直下の地中に
潜っているのがほとんどであった。 装虫以外にも若
干の甲虫類を確認したので付記する。 なお個体数に
ついては, 約100頭以上を ''多'',  約10頭以上を
“中' ', 10頭以下を ' ''少' ' と表わした。
ルリセンチコガネ (少), センチコガネ (中), ゴ
ホンターイコクコガネ (多), 力ト'マルェンマコガ
ネ(中), コプマルェンマコガネ(少), マェカト'
コェンマコガネ (少),  コツヤマグソコガネ (ア
サヒナマグソコガネ) (少), エンマムシ (中),
ヒメェンマムシ (少), チャイロコガネ (1 頭),
オオアカパコガシラ,、ネカクシ (中), クロガネ
,、ネカクシ (中), クロコガシラ'、ネカクシ (中),
phi10nt1lus sp. (2 組) (中), アカクピホシカム
シ (中), アカアシホシカムシ (中), オオモモプ
トシデムシ (1頭),  コクロシテームシ (少), 力ツ
オプシムシの1 極 (少)

(東京都豊島区 近藤茂照)
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